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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　気象による血圧への影響度を地域別に予報する装置であって、
　予報された気象データを外部インタフェースを介して予報気象データベースへ記憶する
第１の記憶手段と、
　過去の地域ごとにおける１日の平均の気象データを過去気象データベースへ記憶する第
２の記憶手段と、
　予測をおこなう地域と日時とを入力する入力手段と、
　前記地域と前記日時における予報気象データを前記予報気象データベースから読み出す
第１の読み出し手段と、
　前記予報気象データを入力とし、未来の血圧値を血圧予測部で予測する第１の予測手段
と、
　前記地域における過去気象データを過去気象データベースから読み出す第２の読み出し
手段と、
　前記過去気象データを平均化する平均化手段と、
　平均化された前記過去気象データを入力とし、過去の血圧値を前記血圧予測部で予測す
る第２の予測手段と、
　前記未来の血圧値と前記過去の血圧値との血圧変化による循環器疾患の発症リスクを予
測する発症リスク予測手段とを含み、
　前記発症リスク予測手段は、特定の地域と日時における気象の影響による前記血圧変化
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を、前記過去の血圧値に比べて前記未来の血圧値がどの程度の影響を示すかという関係に
おいて、循環器疾患の発症リスクを示す５つの相対値ランクに分け、
　ランク５を５．０ｍｍＨｇ以上とし、ランク４を２．５ｍｍＨｇ以上５．０ｍｍＨｇ未
満とし、ランク３を－２．５ｍｍＨｇ以上２．５ｍｍＨｇ未満とし、ランク２を－５．０
ｍｍＨｇ以上－２．５ｍｍＨｇ未満とし、ランク１を－５．０ｍｍＨｇ以下として予報す
ることを特徴とする血圧予報装置。
【請求項２】
　前記血圧予測部は、
　線形重回帰分析をおこなう重回帰式の定数と、説明変数と、偏回帰係数と、残差とを記
憶する第３の記憶手段を含み、
　前記重回帰式における各項の前記説明変数と前記偏回帰係数を乗算する乗算器と、
　前記乗算器により乗算された各項の乗算結果と前記定数と前記残差とを加算する加算器
とを備え、
　前記予報気象データを入力とした場合に、前記加算器の出力を予測血圧値メモリに書き
込む第１の書き込み手段と、
　前記過去気象データの平均を入力とした場合に、前記加算器の出力を平均血圧値メモリ
に書き込む第２の書き込み手段とを含むことを特徴とする請求項１に記載の血圧予報装置
。
【請求項３】
　前記発症リスク予測手段は、
　前記予測血圧値メモリと前記平均血圧値メモリの値を読み出す第３の読み出し手段と、
　前記予測血圧値と前記平均血圧値を減算する減算器と、
　前記減算器の出力を相対値としてランクに区分する区分手段と、を備え、
　前記相対値ランクを出力することを特徴とする請求項２に記載の血圧予報装置。
【請求項４】
　前記気象データは、気温データと湿度データと気圧データとを含むことを特徴とする請
求項１乃至３の何れか１項に記載の血圧予報装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天気予報される気象データにより未来と過去における血圧の変化を推定し、
その血圧変化が循環器疾患の発症リスクに影響する程度を予報する血圧予報装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　血圧と気象との関係は古くから知られており、一般的には気温の低下による交感神経の
緊張や体からの放熱を防ぐための皮膚血管の収縮により、末梢の血管抵抗が増加して血圧
が上昇するといわれている。また、気温が上昇すると体の熱放散を増加させるため皮膚血
管が拡張し、末梢血管抵抗が減少し血圧が下がる傾向がある。一方血圧に影響を与える直
接因子としては、心拍出量、循環血液量、自律神経、化学的昇圧物質、血管弾性、血管径
、血液粘度、血管の反応性などの要因がある。また、血圧に直接影響する代表的な因子と
しては、年齢、活動度、ストレスによる交感神経の緊張、食塩摂取、薬物等が挙げられる
。気象はこれらの直接的な因子と比較して血圧変動に影響する量は大きくない間接的な因
子であるが、長時間にわたり作用する因子であり、結果的には影響力の大きい因子となる
。
【０００３】
　従来の気象による血圧への影響を予報する装置においては、まず、ある母集団における
平均的血圧値の変化を予測する絶対値予測をおこなう重回帰式を求める。この重回帰式は
、対象となる母集団にて過去の気象データと血圧値を同時に調査し、その関係により血圧
を目的変数、気象データを説明変数とすることにより求まる。次に、この重回帰式を用い
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て予想したい予報気象データを入力すると、母集団の予想したい血圧予測値が出力され予
報するものとなっていた。
【０００４】
　特許文献１には、気象情報と重回帰モデルを利用し、電力や熱負荷の需要を予測する予
測システムが開示されているが、未来と過去との予測値における変化の影響を予報するも
のではない。
【特許文献１】特開２００４－１６４３８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述した従来の血圧予測方法では、母集団が代わった場合には母集団の血圧の平均が不
明であり、血圧の絶対値の予測が困難になるという問題がある。また、血圧絶対値による
予報は、地域別の気象条件の差により血圧値に影響を与え寒冷地では温暖地域に比べて高
い血圧値となり、冬季においては常に血圧に注意しなければならない予報となっていた。
さらに、血圧絶対値のみの予報では現在の血圧が、年間の変化に対して、または過去の変
化に比べて生体にどの程度影響を与えるのかが判断しにくく、予防のインセンティブをう
まく与えることができない状況であった。
【０００６】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、例えば、予報気象データから予想
される血圧変化を予報する血圧予報装置において、特定の母集団に限らず予測法を適用で
き、地域ごとにおける気象条件の差により予報に大きな差が発生することを防ぐことがで
きる予報装置の提供を目的とする。また、過去の一定期間（例えば、過去１年間）におけ
る平均の気候と未来の気候との差にしたがって、どれだけ血圧が変化するかを予測するこ
とができる予報装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、気象による血圧への影響度を地域別に予報する装置に係り、血圧予報装置は
、予報された気象データを外部インタフェースを介して予報気象データベースへ記憶する
第１の記憶手段と、過去の地域ごとにおける１日の平均の気象データを過去気象データベ
ースへ記憶する第２の記憶手段と、予測をおこなう地域と日時とを入力する入力手段と、
前記地域と前記日時における予報気象データを前記予報気象データベースから読み出す第
１の読み出し手段と、前記予報気象データを入力とし、未来の血圧値を血圧予測部で予測
する第１の予測手段と、前記地域における過去気象データを過去気象データベースから読
み出す第２の読み出し手段と、前記過去気象データを平均化する平均化手段と、平均化さ
れた前記過去気象データを入力とし、過去の血圧値を前記血圧予測部で予測する第２の予
測手段と、前記未来の血圧値と前記過去の血圧値との血圧変化による循環器疾患の発症リ
スクを予測する発症リスク予測手段とを含み、前記発症リスク予測手段は、特定の地域と
日時における気象の影響による前記血圧変化を、前記過去の血圧値に比べて前記未来の血
圧値がどの程度の影響を示すかという関係において、循環器疾患の発症リスクを示す５つ
の相対値ランクに分け、ランク５を５．０ｍｍＨｇ以上とし、ランク４を２．５ｍｍＨｇ
以上５．０ｍｍＨｇ未満とし、ランク３を－２．５ｍｍＨｇ以上２．５ｍｍＨｇ未満とし
、ランク２を－５．０ｍｍＨｇ以上－２．５ｍｍＨｇ未満とし、ランク１を－５．０ｍｍ
Ｈｇ以下として予報することを特徴とする。
【０００８】
　本発明の好適な実施形態によれば、前記血圧予測部は、前記線形重回帰分析をおこなう
重回帰式の定数と、説明変数と、偏回帰係数と、残差とを記憶する第３の記憶手段を含み
、前記重回帰式における各項の前記説明変数と前記偏回帰係数を乗算する乗算器と、前記
乗算器により乗算された各項の乗算結果と前記定数と前記残差とを加算する加算器とを備
え、前記予報気象データを入力とした場合に、前記加算器の出力を予測血圧値メモリに書
き込む第１の書き込み手段と、前記過去気象データの平均を入力とした場合に、前記加算
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器の出力を平均血圧値メモリに書き込む第２の書き込み手段とを含むことが好ましい。
【０００９】
　本発明の好適な実施形態によれば、前記発症リスク予測手段は、前記予測血圧値メモリ
と前記平均血圧値メモリの値を読み出す第３の読み出し手段と、前記予測血圧値と前記平
均血圧値を減算する減算器と、前記減算器の出力を相対値としてランクに区分する区分手
段と、を備え、前記相対値ランクを出力することが好ましい。
【００１０】
　本発明の好適な実施形態によれば、前記気象データは、気温データと湿度データと気圧
データとを含むことが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、例えば、特定の母集団に限らず予測法を適用でき、地域ごとにおける
気象条件の差により予報に大きな差が発生することを防ぎ、過去の血圧値に比べて未来の
血圧値がどの程度の影響を示しているのかを予報するような血圧予報装置の提供を期待で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本実施形態の血圧予報装置の構成を示すブロック図である。血圧予報装置１０
は、各処理部の制御や演算等をおこなうＣＰＵ１１と、各種データを記憶するデータ記憶
部１５と、予測したい地域や日時の入力をおこなう入力装置１４と、外部の予報気象デー
タと接続するか、または血圧予測を放送媒体、医療機関もしくはインターネット上に配信
する外部インタフェース１６と、入力装置１４からの入力とデータ記憶部１５に記憶され
たデータをもとに血圧変化を予測する血圧予測部１２と、予測結果を出力する表示装置１
３と各コンポーネントを接続するメインバス２０とを備える。
【００１４】
　データ記憶部１５は、外部インタフェースを介して外部の予報気象データを記憶する予
報気象データベース１７と、地域別に過去の気象データを記憶する過去気象データベース
１８とを含む。予報気象データベース１７は、例えば気象庁データベース１９から取得し
た未来の予報である気象データを記憶するものであるが、未来の予報である気象データで
あれば気象庁データベース１９でなくてもよい。過去気象データベース１８は、例えば過
去１年間の１日の平均気温を記憶するものであるが、期間については過去１年間でなくて
も良い。
【００１５】
　血圧予測部１２は、各種データをメインバス２１を介して取得し血圧絶対値を予測する
が、その予測結果は地域差の生じない相対値ランクとして出力するものである。相対値ラ
ンクを利用した予測結果は、入力パラメータ（地域、日時）から重回帰分析を用いて予測
した血圧絶対値が、予測をおこなった地域の過去の気象データによる血圧の平均絶対値を
もとにどの程度の差分（影響）があるかを予報するものである。
【００１６】
　図２は本発明の好適な実施形態による血圧予報装置における全体処理フローを示したフ
ローチャートである。
【００１７】
　Ｓ２０１は、ユーザにより入力された予報をおこなう予測地域と予測する日時について
検出をおこなうステップである。例えば、予測地域においては北海道道南、南関東等であ
り、予測日時においては予測したい日付と時刻とになる。
【００１８】
　Ｓ２０２は、Ｓ２０１で入力された入力パラメータをもとに予め予報気象データが記憶
されている予報気象データベースから予報気象データを読み出すステップである。例えば



(5) JP 5192125 B2 2013.5.8

10

20

30

40

50

、気温、湿度、気圧等の予報された値を読み出すことが好ましい。
【００１９】
　Ｓ２０３は、Ｓ２０２で読み出した気象データを入力として、血圧予測部で重回帰分析
を用いて予測血圧値を算出するステップである。また、算出した予測血圧値は予測血圧値
メモリへ書き込まれる。血圧予測部での実施例に関しては、後述において、図３を用いて
説明する。
【００２０】
　Ｓ２０４は、Ｓ２０１で入力された予報する予測地域をもとに過去気象データベースか
ら一定期間の気象データを読み出すステップである。本実施形態によれば、一定期間とは
数日間、数ヶ月間、数年間、または特定の日でもよい。
【００２１】
　Ｓ２０５は、Ｓ２０４により読み出した過去の各気象データを平均化するステップであ
る。
【００２２】
　Ｓ２０６は、Ｓ２０３と同様にＳ２０５で算出した各気象データの平均値を入力として
、血圧予測部で重回帰分析を用いて過去の血圧の平均値を算出するステップである。また
、算出された血圧の平均値は平均血圧値メモリへ書き込まれる。
【００２３】
　Ｓ２０７は、Ｓ２０３とＳ２０６で求めたそれぞれ予測血圧値と過去の血圧の平均値を
用いて予報する相対値ランクを判定するステップである。このステップにより現状予想さ
れる予測血圧値が過去の当該地域における血圧値の平均と比較して、どの程度の値を示し
ているかを表すことができる。すなわち、現在の予測血圧値情報と、地域ごとにおける過
去の血圧値の平均情報とを組み合わせることにより地域差のない地域別の予報を期待でき
る。相対値ランクを判定する実施例に関しては、後述において、図４を用いて説明する。
【００２４】
　Ｓ２０８は、Ｓ２０７で求めた相対値ランクを表示装置に出力するステップである。例
えば、図２のディスプレイに示すように予報したい地域、日時に対して相対値ランクの出
力をおこなう。本発明は、図２に示してある出力形式に限定されることなく、他の様々な
形態での出力形式が実現可能である。
【００２５】
　図３は、本発明の好適な実施形態による血圧予測部における血圧予測処理フローを示し
たフローチャートである。また図３においては、気象データをもとに血圧値を予測する血
圧予測部において予め記憶されている以下の重回帰式
 Ｙ＝α＋Ｗ１＊Ｘ１＋Ｗ２＊Ｘ２＋…＋Ｗｎ＊Ｘｎ＋ε
の処理を示している。ここで、Ｙは予測血圧、Ｘｎは説明変数、Ｗｎは重回帰式における
偏回帰係数（重み）、αは定数、εは残差、ｎは１からＮの自然数を表す。
【００２６】
　Ｓ３０１は、血圧値の予測をおこなう重回帰式における各項の乗算を算出する乗算器の
処理をおこなうステップである。具体的にはＳ３０１に示す以下の式
 Ｍ１＝Ｗ１＊Ｘ１
 Ｍ１＝Ｗ１＊Ｘ２
  ：
 Ｍｎ＝Ｗｎ＊Ｘｎ
のように各項の偏回帰係数Ｗｎと説明変数Ｘｎを乗算した結果を乗算結果Ｍｎへ格納する
。
【００２７】
　Ｓ３０２は、Ｓ３０１で求めた各項の乗算結果Ｍｎと、定数αと、残差εとを加算し予
測血圧Ｙを算出する加算器の処理をおこなうステップである。具体的にはＳ３０２に示す
以下の式
 Ｙ＝α＋Ｍ１＋Ｍ２＋…Ｍｎ＋ε
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のように加算結果を予測血圧Ｙへ格納する。
【００２８】
　Ｓ３０３は、Ｓ３０２で出力された予測血圧Ｙをメモリへ書き込むステップである。こ
こで、血圧予測部が有する図３に示す予測血圧を出力する処理が、前述したＳ２０３の予
報したい地域、日時における予測血圧を求めるために実行された場合、出力される血圧値
を予測血圧値メモリへ書き込む。また、Ｓ２０６のように過去の一定期間の気象データに
おける血圧値の平均を求めるために実行された場合は、出力される血圧値を平均血圧値メ
モリへ書き込む。
【００２９】
　本発明における前述した重回帰式の具体的な実施例によれば、例えば、血圧を予想する
ための気象データを気温、湿度、気圧とした場合に、以下の血圧を予測する重回帰式
 ＳＢＰ＝α＋βｔ＊Ｔｅｍｐ＋βｈ＊ＨＵＭ
   ＋βｂ＊ＢＡ＋βｉ＊ＩＮＤ＋ε
のように表すことができる。ここで、ＳＢＰは予測される血圧値、Ｔｅｍｐは気温、ＨＵ
Ｍは湿度、ＢＡは気圧、ＩＮＤは被験者ダミー、βｔは気温の偏回帰係数、βｈは湿度の
偏回帰係数、βｂは気圧の偏回帰係数、βｉは被験者ダミーの偏回帰係数となる。また、
各偏回帰係数は過去の統計により当分野において一般的な手法である最小２乗法を利用し
て導き出されている。また、Ｔｅｍｐ、ＨＵＭ、ＢＡは気象データであり通常の連続した
値をとる説明変数となるが、ＩＮＤはダミー変数であり、例えば、男性の場合を０、女性
の場合を１として利用されことが好ましい。
【００３０】
　図４は、本発明の好適な実施形態による血圧予測部における相対値ランクを判定する処
理フローを示したフローチャートである。
【００３１】
　Ｓ４０１は、予測血圧値メモリと平均血圧値メモリとから、それぞれ予報したい地域と
日時による予測血圧値と過去一定期間の気象データによる血圧の平均値とを読み出すステ
ップである。
【００３２】
　Ｓ４０２は、Ｓ４０１で読み出された予測血圧値と血圧の平均値を減算する減算器の処
理をおこなうステップである。このステップでは、予測した血圧値が当該地域の過去一定
期間における血圧の平均値と比較して、どのような関係にあるかを求めることを目的とす
る。
【００３３】
　Ｓ４０３は、Ｓ４０２での減算器の出力結果を相対値ランクとして出力するステップで
ある。図４に示すようにＳ４０２で出力された減算結果が予め記憶されている相対値ラン
クテーブルのどのランクに属するかを判定することが好ましい。相対値ランクについては
、例えば図４に示すように、ｒａｎｋ５を５．０ｍｍＨｇ以上（影響大）、ｒａｎｋ４を
２．５ｍｍＨｇ以上５．０ｍｍＨｇ未満（やや影響あり）、ｒａｎｋ３を－２．５ｍｍＨ
ｇ以上２．５ｍｍＨｇ未満（影響なし）、ｒａｎｋ２を－５．０ｍｍＨｇ以上－２．５ｍ
ｍＨｇ未満（やや緩和）、ｒａｎｋ１を－５．０ｍｍＨｇ以下（緩和）としてもよい。Ｓ
４０３によって判定された相対値ランクは、過去の情報に対する現在の予報情報がどの程
度の影響を示すかという関係をユーザに知らせることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、血圧予報装置の構成を示すブロック図である
【図２】図２は、血圧予報装置における全体処理フローを示したフローチャートである。
【図３】図３は、血圧予報装置における血圧予測処理フローを示したフローチャートであ
る。
【図４】図４は、血圧予報装置における相対値ランクを判定する処理フローを示したフロ
ーチャートである。
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